
人材育成に係る沖縄振興審議会専門委員会合の開催状況 

【概要】 

○人材育成に係る沖縄振興審議会専門委員会合において、今年３月に２回、人材育成の課題を有識者からヒアリ

ングし、議論を行った。

【第１回ヒアリング】 

○日時 ３月１５日

○議題 沖縄における人材育成について（教育関係者からヒアリング）

○ヒアリング対象者

・沖縄県八重山教育事務所指導班班長 市原 教孝 

・学校法人大庭学園理事長   大庭 憲 

・名護市学習支援教室ぴゅあ顧問   嘉納 英明 

・ＮＰＯ法人ちゅらゆい代表 金城 隆一 

・名桜大学学長   山里 勝己 

【第２回ヒアリング】 

○日時 ３月２９日

○議題 沖縄における人材育成について（経済界からヒアリング）

○ヒアリング対象者

・農業生産法人株式会社あいあいファーム経営企画室長  加力 謙一 

・株式会社ＡＮＡＣａｒｇｏ沖縄統括室室長 高濱 剛司 

・沖縄経済同友会副代表幹事 

株式会社ＪＣＣ代表取締役副会長    渕辺 美紀 

・沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長   宮里 一郎 

・株式会社アイディーズ 代表取締役社長   山川 朝賢 

資料６ 



専門委員会合での意見

1
沖縄経済をけん引するために必要
な産業の発展を担う人材が不足し
ている。

○　ホテルについては、マネージメントをできる人材育成ができていない。マネージメント層やリーダー層の
　　育成に取り組んでいかなければ、沖縄の観光産業を引っ張っていける人材は育たない。

○　理工系人材を増やし、ITを駆使できる人材を育成して沖縄経済の活性化を図るべきである。

○　ビッグデータを扱えるようなデータサイエンティストやサイバーセキュリティー人材など高度な人材が
　　不足している。

○　将来性のある人材を早い段階から集中的に教育し、将来のトップマネージメント層を育成することが
　　必要なのではないか。

2
家庭の経済状況により、進学の機
会が失われている子供が多い。

○　沖縄の状況として、中学校・高校卒業後の進路未決定率が高いこと、若年無業者が多いことが
　　課題である。

○　沖縄県では世帯年収に全国と大きな差があり、子供たちに進学の意欲があってもそれらを断念
　　せざるを得ない状況にある。進学にかかる費用をどのようにサポートするか課題である。

○　人材育成に子供の貧困が関係していることが課題として見えてきているが、費用面を支援することに
　　より解決できるのではないか。学びたい子供達にどのような支援が可能なのか検討する必要がある。

3
貧困状態により、基本的な生活習
慣や学力を身につけることが難しい
子供たちが多い。

○　子供たちの課題というのは多岐にわたるため、学力の遅れだけではなく、生活支援や就労の相談も
　　含めた総合的な支援が必要。

○　高校退学者が多いため、高校生を対象とした学習支援などの支援が必要。

○　貧困問題は、様々な問題の根底にあるものなので、しっかりと対策を打っていかなければならない。

課　　題

沖縄における人材育成に関する課題について



専門委員会合での意見課　　題

沖縄における人材育成に関する課題について

4

離島や北部地域においては、地理
的な制約により教育機会が限られ
いたり、教育の質の向上に課題が
ある。

○　離島の問題として、進学するためや必要なスキルを身につけたりするために島を離れざるを得ない。
　　独学には限界があるため、島にいながら集団学習を受ける環境を整備することで、費用負担や学習の
　　質などのさまざまな問題解決ができる。

○　全国的に遠隔学習、離島教育のIT利用が行われており、沖縄においても、どのように仕組みとして
　　取り入れていくかが課題である。

○　北部の大きな問題として、児童生徒が中南部に流出してしまうことにある。

○　沖縄県の学力テスト成績は全国最下位であるが、その中でも、北部地域はさらに全県的に下位にある。
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